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前中期経営計画では、

岾༮峘ڰ峎峘ਅറ峼রੱ峕岝峴ੌ 峩峨峁峉岞

્峕岝岽島峨峑ઽஇਙ峘岵峍峉ධમ嵣崯崞嵤崰థ崣崘嵉嵛崰峑峙岝
事業構造改革を推進、｢ガセリ菌SP株｣商品群の拡大、
ਲഠੵৃ峘় ৶৲ટ峔峓峕峲峴岝హஊ৲峼ਛ峁峨峁峉岞
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これらの取組みの結果、2017ফ3月期の業績は

売上高は5,879億円、前期比101.7％の増収となりました。

峨峉岝ਹஇ峙187億円と133.9％の増益、
৽ଞਹஇ峙202億円、142.5％の増益となりました。

ভઙ峕షര峃峵ਊෞਹஇ峙岝
આফ২峘ੵ ৃਲ਼ే峕峲峵્ શਹஇ岶峁峉岽峒岵峳岝
前期より20億円減少し、129億円となりました。

配当につきましては、
当初30円の予想を据え置いてまいりましたが、
র৽ੑ峘ਛ岝峔峳峝峕০峘৽୭峮ਹஇৄ峩峬౷峨岲岝
１株当り40円とさせていただきます。

この結果、連結配当性向は20.9％となりました。
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峇峁峐岝র৽ੑ峘৯ఏ峕ৌ峁峐峬岝
৴ਹஇ峙187億円、連結ＥＢＩＴＤＡも338億円と
目標数値を大きく上回りました。
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০岝ڬڭফਜ਼峑ਤ峪প岷峔ଡୗ৲岶୳岿島峨峃岞

企業価値の持続的向上に向け、
グループ全体として目指す方向を共有するために、

ഀ嵉崘嵇嵓崗崘嵓嵤崿峙岝০ڬڭফ峘ၨଉೕ峒峔峵
｢崘嵓嵤崿শ崻崠嵏嵛ڲڮڬڮ｣を策定しました。
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শ崻崠嵏嵛峼岾ହ峃峵峕岝
峨峄岝ਊ崘嵓嵤崿峼峴ඕ岹୭峼ৄ 峐岮岷峨峃岞

外部環境についてです。

বেেਓ峙岝ਨਲ峙૯峚岮峑峁峐岮峵峬峘峘岝
ਿ岶প岷岹峁岝৸ব峑峙ڬڭফ800万トン超えていたものが、
直近では735万トンと大きく減少しています。

8

峁岵峁峔岶峳岝ੇ ੑા੍ল峼ৄ 峐峩峨峃峒岝
乳製品の需要は堅調に推移しており、健康志向の高まりなどから、
ヨーグルトやチーズの消費は大きく伸びています。
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峨峉岝਼ ੀ峕যઠੜਸ岶ৄ 峨島峵র岝
崊崠崊峼রੱ峒峁峐ଲષ峘ા峙ੜਸൊ峕岬峴峨峃岞

つまり、｢乳製品｣峙বਗુ峕ৃ峘ਛশ岶ৄ 峨島岝
ポテンシャルが高い分野と言えます。

10

一方、ＥＰＡ、ＦＴＡなど、
০峬നಔ峘ঽ৲岶ਤ峪岽峒岶岿島峨峃岞

乳製品の取引は、｢ਉમ峔峓峘ୟো｣｢国内乳製品の海外輸出｣
そして、｢海外起点の事業展開｣などが拡大し、
まさに｢乳の国際化｣が進展していくことが予想されます。

このような状況の中、当社グループの事業展開においては、
崩嵋嵛崡峒嵒崡崗峼ৄ ா峫峔岶峳ৌૢ峁峐岮岹岽峒岶
ਏ峑岬峵峒ੳ峁峐岮峨峃岞
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つづいて、内部環境です。

｢ධમ嵣崯崞嵤崰థ｣崣崘嵉嵛崰峙హஊ峕ૡఌ峁峨峁峉岶岝
依然、当社グループの収益基盤は｢乳製品｣セグメントに依存しています。

০岝୭岶প岷岹৲峁峐岮岹র岝峲峴峔ਛশ峼ৰਠ峃峵ನ峕峙岝
崣崘嵉嵛崰岶崸嵑嵛崡ଐ岹ਹஇ峼ে峩ল峁峐岮岹岽峒岶岝ୖ 峊峒岮岲峨峃岞

12

また、当社工場は、
٫岬峴岝ڬڳফਰ৽ૌ峁峉૦ୗ岶৺ڬگ
この10ফ峘র峑岝ାৰ峕ഠᄺ৲岶ਤষ峁峐岮岷峨峃岞

০岝岽峘ഠᄺ৲峁峐岮岹ੵ ৃ峼岝ৄੵৃ峮ਲഠੵৃ峑သ峍峉
ノウハウを活かし、計画的に整備していくことが、重要な課題となります。

ਰ岶岝୭ੳ峕峎岮峐峑峃岞
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峇島峑峙岝岣শ崻崠嵏嵛岤峕峎岮峐ହ峁峨峃岞

岣শ崻崠嵏嵛岤峙岝
｢ഀ嵉崘嵇嵓崗崘嵓嵤崿岶ڬڭফ峕৯峃岤峑岬峴岝
எ峉峋峘ோয়੦ೕق੦ກك峑岬峵岣੫৶岤峘ৰਠ峕岻峉
具体的な姿です。

14

崘嵓嵤崿੫৶峙岝

消費者視点の｢消費者重視経営の実践｣
ዽেਓ峕岻峉｢ዽেਓ峢峘൴｣
そして私たちの姿勢である｢ミルクにこだわる｣

の３つの使命を基本としています。

15



岽峘੫৶峼౷峨岲岝
「消費者」、岣ዽেਓ岤、そして「私たち社員」の視点から
雪印メグミルクグループの「３つの未来」を描きました。

16

ミルクで未来を創造していく想いを描いており、
10ফ峕৯峃峼峑岝
｢ミルク未来創造企業｣と、名づけました。

17



はじめに、消費者の未来についてです。

私たちは、消費者のために、乳（ミルク）で食の未来を創造します。

弛まざる研究開発により、乳（ミルク）の持つ無限の可能性を引き出し、
ミルクにこだわる「ものづくり」を通じて、世界の人々に「食の喜び」を提供し
続けていきます。

18

્峕岝ম峙ৈೡ৲岶ਤষ峁岝
೨峕ৌ峃峵ঢ়ੱ峙岝ফرৈ峨峴峼ৄ 峅峐岮峨峃岞

これからの乳（ミルク）には、
これまでの「安全・安心」「栄養」「おいしさ」に加え、
健康寿命をいかに延ばすか、
生活の質、ＱＯＬをどう向上させていくかが、
一層求められてきます。
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ઃ峕岝岣ዽেਓ岤峘ਟ峕岻峉൴峑峃岞

雪印メグミルクグループは、
ዽেਓ峘峲岷崹嵤崰崲嵤峒峁峐岝
ዽ嵣峘ਢ૭ચ峔ਛশ峢岝൴峼ਢ岻峐岮岷峨峃岞

20

私たちは、乳業として、
ものづくりを通して生乳に付加価値をつけ、
消費者へお届けしていくことを基本としています。

ਸ岲峐岝ਊ崘嵓嵤崿峘્ ඉ峑岬峵岝ฝൃ嵣༩મ峘৫峮岝
「ＴＡＣＳしべちゃ岤峔峓ৗ峁岮ዽ৽嵊崯嵓峘ৰᄷ岝
ዽ৽峕岻峉৹ਪ嵣ଢ଼峔峓峕峲峴岝
ዽেਓ峢൴峁峐岮岷峨峃岞
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そして、３点目は私たち社員の未来です。

多様な人材が、希望と誇りを持って、
峇島峈島峘ਙ峒ચৡ峼ਈপ峕ม峁峔岶峳岝
ੌ௶峬য峬ਛশ峁峎峏岻峵੫崘嵓嵤崿峼৯峁峐岮岷峨峃岞

22

人口減少、少子高齢化が進展していく中、
ਙ岶ણඩ峁峮峃岮୭峮岝
子育てや介護など時間的制約のある社員が、
働きやすい職場を創りあげていきます。

また、働き方改革により、生産性の高い強い組織を構築していきます。

23



続いて、この｢ミルク未来創造企業｣を実現するための、
岣੦মਅറ岤峕峎岮峐ହ峁峨峃岞

コンセプトは、
『Transformation ＆ Renewal ｢変革｣峇峁峐ಌ峔峵｢進化｣へ』です。

24

このコンセプトのポイントは３つです。

１つめは、｢事業ポートフォリオの変革｣です。
ਢ峔ਛশ峼૭ચ峒峃峵峉峫岝ളਯ峘হ岶ਹஇ峼ল峑岷峵岝
新しい時代の事業ポートフォリオに変革していくこと、
つまり、Transformationです。

２つめは、｢হਛশ峼੍ 岲峵েਓ৬峘ਤ৲｣つまり、Renewalです。
ഠᄺ৲峃峵ੵ ৃ峕峎岮峐峙岝হ嵅嵤崰崽崑嵒崒峘峕৴岿峅岝
ライン構成の組替え、新技術の導入など、
૨峘ৈ岮岝଼ ଥৡ峘岬峵েਓ嵑崌嵛峢ਤ৲岿峅峐岮岷峨峃岞

３つめは、｢グループ経営の推進｣です。
この変革(Transformation)と進化(Renewal)を同時に実現していく
ため、グループの経営資源やバリューチェーンを最大限活用し、
崘嵓嵤崿়ৡ峼ਘ৲峁峐岮岷峨峃岞

そして、この｢変革｣と｢進化｣のために、10ফ峑岝েਓਝ峼রੱ峕岝
3,0004,000ع峘ৱ峼ষ峍峐岮岷峨峃岞
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峨峉岝হ୩ୠ峼
｢乳製品｣
ධમ嵣崯崞嵤崰థ崣崘嵉嵛崰峑岬峵｢市乳｣
粉乳、機能性食品などの｢ニュートリション｣
そして｢༩મ嵣ர၈｣峘岝ڰ峎峘হী峕ગౣਛ峼ষ岮岝
グループ企業との連携により、グループ・バリューチェーンを強化していきます。

26

ਢ岮峐岝崛嵛崣崿崰峕峬峒峏岹岝੦মਅറ峕峎岮峐ହ峁峨峃岞
まず、ポートフォリオ変革の方向性として、

｢乳製品｣事業分野では、乳資源需給を的確に捉え、環境変化に着実に
ৌૢ峁峔岶峳岝崸崧嵤岝崩嵤崢峔峓峘ઽஇহ峼ಌ峕ਘ৲峁峐岮岷峨峃岞

｢市乳｣事業分野では、高付加価値商品の開発やプロダクトミックスの
ਈి৲峼峴岝ઽஇ੦ೕ峼ન৳峃峵峒峒峬峕岝ਛশহ峢ૐর峔
ৱ峼ষ岰岽峒峕峲峴岝হଡୗ峘ૡఌ峼峴峨峃岞

｢ニュートリション｣事業分野は、今後の市場拡大が期待できる機能性食品
や、国内外の粉乳事業を中心に、１つの事業分野として再編しました。
ৱ୭峼ତ岲峵岽峒峕峲峴岝ৗ峉峔ਛশਃভ峼ল峁岝ৈઽஇহ峢
育成していきます。

｢༩મ嵣ர၈｣হী峕峙岝বዽেਓ੦ೕ峘嵣ਘ৲峕岻峐岝
ਏ峔রறহ峒ਜ਼઼峏岻岝༩મহ峘૨৲峮ர၈হ峘ਛশ峕
向け取組んでいきます。

27



ಡ峅峐岝হ嵅嵤崰崽崑嵒崒峘峼੍ 岲峵峉峫峕岝ڰ峎峘ਅറ峼ன৫
していきます。

１つめは、
事業ポートフォリオの変革とあわせ、生産体制のRenewal(進化)を
進めていきます。
峨峉岝ৱ౺ஔ峼ৄ ྚ岲岝ਅറ岝峔৹峼ৰਠ峁峐岮岹岽峒
により、競争基盤を確保します。

２つめは、
研究開発を起点として、乳（ミルク）の持つ機能を解明し、
｢ものづくり｣を通して新たな価値を創造していきます。

３つめは、
新たな時代に向けた働き方改革を推進し、
ਢਛশ峼੍ 岲峵য౫峘ਛ峼ষ峍峐岮岷峨峃岞

そして、４つめは、
崘嵓嵤崿৸৬ਈి峘ଳਡ峕峉峋岝৽ৱ౺峘ଦী嵣ৱ峼ষ岰峒峒峬峕岝
৽峼ਤ峁岝崘嵓嵤崿峒峁峐峘଼ۇۈڸ ଥৡ嵣়ৡ峼ৈ峫峐岮岷峨峃岞
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岽峘শ崻崠嵏嵛峙10ফ峼گ峎峘崡崮嵤崠峕ী岻峐ਤ峁峨峃岞

第1ステージは2019ফ২峨峑峑
Transformation（変革）を始動するステージです。
ਸ਼ڮ崡崮嵤崠ਰఋ峘েਓ৬峘Renewal(進化)に向け、収益基盤の
複数化によるキャッシュフローの最大化を図っていきます。

第2ステージは2020ফ২2022عফ২峑岝
生産体制のRenewal（進化）を本格始動させ、
Transformation（変革）を加速していくステージです。

そして2023ফ২2026عফ২峨峑岶ਸ਼3ステージで、
Renewal（進化）に向けた最終ステージです。
４事業分野で安定的な収益を創出していきます。

同時に、次の10ফ峼ৄ ྚ岲峉岝
ৗ峉峔শ崻崠嵏嵛岶峁峐岮岹崡崮嵤崠峑峬岬峴峨峃岞
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以上の取組みにより、
10ফ峘৴ਲ਼ৈ峙岝7,000ع 8,000億円、
৴ਹஇ峙岝300ع 400億円を
目指していきます。

また、10ফ峕岴岻峵ଃਜఏ峙岝
連結ROE8％以上、
৴ঽഞৱমૻ૨50％以上、
連結配当性向30％以上
を目処としました。

30

この10ফ峑岝ா峔ৱ峼峁峐岮岷峨峃岶岝
শ峕ল峃峵崕嵋崫崟嵍崽嵕嵤峘ଦী峕峎岮峐峙岝
岣ଃਜ峘৸ਙ岤岝岣ৱম૨岤岝岴峲峝岣ઙ൬੪岤峘崸嵑嵛崡峼峒峴岝
企業価値向上を目指します。

第１ステージでは、
ਛশী峮ৈહਸக崓崮崜嵒嵤峢峘ৱ峼ৰ峁岝
ਹஇఁপ峕峲峴崕嵋崫崟嵍崽嵕嵤লৡ峼ৈ峫岝
ଃਜ峘৸ਙ峼નয়峁峐岮岷峨峃岞

第２ステージでは、
পਅറৱ峼峁峨峃岶岝ଃਜૠ峼৳峋岝
配当性向20％以上を目処とした安定的な配当を維持していきます。

そして、最終の第３ステージでは、
৯૪峒峁峐ൕ岼峉ଃਜఏ峼ਔ峁峎峎岝
শ崻崠嵏嵛峘ਛ峕岻岝ੌ峽峑岮岷峨峃岞

以上、｢崘嵓嵤崿শ崻崠嵏嵛2026｣を説明しました。

31



32

はじめに、「事業ポートフォリオの変革」について説明します。

｢乳製品｣事業分野では、チーズのボーダレス展開を図ります。

「市乳」事業分野については、
ਃચਙ嵐嵤崘嵓崰峘ਅറఁপ峮崿嵕崨崗崰嵇崫崗崡ਈి৲峕峲峴
ਹஇ峘峕ਛ峁峐岮岷峨峃岞

ಡ峅峐岝ਢ峔ਛশ峕岻岝
｢ニュートリション｣হী峑峙岝ਃચਙ୫ષহ峘ਛশ嵊崯嵓峘ଡണ岝
｢༩મ嵣ர၈｣হী峑峙岝ர၈হ峘ਅറఁপ峔峓
実践していきます。

それでは、各事業分野の主要施策について説明します。

33



はじめに「乳製品」事業分野です。

バターについては、貴重な国産乳資源を最大限活用し、
安定供給とブランド強化につとめていきます。

チーズについては、大樹工場のインフラを整備し、
今後もカマンベールやさけるチーズなど
独自性のある付加価値の高い
国産ナチュラルチーズの拡大に取組んでいきます。

峨峉岝ੇ ൦৷崿嵕崣崡崩嵤崢峘ৡૹષ峘ఁপ岝
ਜ৷崩嵤崢峘ৗৃ৫ิ峕峲峴岝
収益基盤を強化していきます。
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崩嵤崢峘ಌ峔峵ਛশ峕岻岝
崊崠崊嵣崒崣崊崳崊峼রੱ峕嵄嵤崨嵔崡峔হன৫峼ষ峍峐岮岷峨峃岞

具体的には、
岿岻峵崩嵤崢峮崗嵒嵤嵈崩嵤崢峔峓ྟ ৡ岬峵ਨਲਓ峘崩嵤崢峼রੱ峕
輸出を開始します。

海外市場においては、インドネシアとオーストラリアの生産拠点を軸に、
積極的に市場を拡大していきます。

プロセスチーズ事業につきましては、インドネシア ジャカルタ郊外の工場が
༎峁峐گফ岶৽ૌ峁峨峁峉岞ਠ岝崾嵕崫崗崧崌崿峘崩嵤崢峑
国内シェア約30％(第２位)と市場を拡大しています。
今後は、インドネシア以外の周辺国への輸出にも取り組んでいきます。

また、ナチュラルチーズ事業については、オーストラリア サウスウェールズ州の
ੵৃ峼କਡ峕হன৫峼ষ峍峐岮峨峃岞
現在、白カビチーズにおいてはオーストラリア国内で、
トップクラスのシェアを確保しています。

35



｢市乳｣事業分野については、
ガセリ菌SPઙ峼রੱ峕ਃચਙ嵐嵤崘嵓崰峼ਅറ峕ఁপ峁峐岮岷峨峃岞

০র৽ੑ峑峙岝েਓચৡੜਘ峕岻岝
ドリンク、ハード、プレーン、ソフトのすべてのタイプに、
合計で80億円投資します。

્峕岝ৡ峑岬峵崱嵒嵛崗崧崌崿峕峙岝
ਲഠੵৃ峑峘ੜਓ峕ਸ岲岝
京都工場に新たに生産ラインを設置し、
েਓચৡ峼現状の2倍に増強していきます。

併せて、商品ラインナップの拡大やマーケティングを強化し、
効果的にガセリ菌SP株の認知を高めていきます。
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また、高収益体質への構造転換を目指し、
引き続きプロダクトミックスの最適化に取り組みます。

特に、付加価値の高い、パーソナルタイプのデザートについては、
2014ফৱম峼峁峉嵓崲ਓ峕岝ৗ嵑崌嵛峼ੜਝ峁岝
ஔચৡ峼ৈ峫峵峒峒峬峕岝ૹષ嵑崌嵛峼ఁপ峁峐岮岷峨峃岞

嵄崰嵑崫崮峮崓崫崿ධમ峘峲岰峔岝
消費者ニーズを捉えた商品開発を推進し、
ධમ峼রੱ峕ৈહਸக৲峼峍峐岮岷峨峃岞
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続いて、｢ニュートリション｣事業分野です。

機能性食品事業については、
毎日骨ケアMBP®を軸に、商品ラインナップを拡大し、
ா峔嵆嵤崙崮崋嵛崘ৱ峼ষ岮峨峃岞
シニア市場への浸透をはかり、
売上高を中期経営計画の3ফ峑৺2.5峕ಇশ岿峅峐岮岷峨峃岞

38

また、粉乳事業については、海外展開を加速していきます。

これまで育児用粉乳中心に展開してきましたが、
今後は妊産婦向け、成人向け粉乳の導入拡大を図り、
粉乳事業として相乗効果を発揮していきます。

併せて、海外商品のコーポレートブランドを統一し、
ਲਗৃ峑岝ટ峕ੳੴ২峼ৈ峫峐岮岷峨峃岞

国内市場においては、出生数は減少するものの、
ಟଢ଼峼੦ೕ峒峁岝WEBを活用した新たな販売方法など、
ஆঽਙ峘岬峵૨峔ன৫峼峍峐岮岷峨峃岞

39



最後に、｢༩મ嵣ர၈｣事業分野についてです。

種苗事業については、売上拡大によるਹஇの拡大を目指していきます。

ฝൃ嵣༩મ峮ෝ峑岝ੀ崰崫崿峘ਜ਼峼ਘ৲峃峵峒峒峬峕岝
微生物事業で差別化した商品を開発していきます。

2017ফ6月には、新研究棟の稼働を予定しています。
ৗ峁岮ૼ 峢峘ৌૢ峮岝ৈ২ীෲਃஓ峼ણ৷峁岝
ဌச岵峎૨峔ৗૹષ峘৫峼ষ岮岝
଼ଥৡ峘ਘ৲峼峴峨峃岞
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༩મহ峕峎岮峐峙岝૨ਙ嵣ઽஇਙ峼୯峁峐岮岷峨峃岞

ਊ岶ਘ峩峼峎ฝൃ嵣༩મ峔峓峘ૹ౫峒岝
技術サポートを組み合せた、総合提案型営業を強化していきます。

また、TACSしべちゃに代表されるような
地域、農業生産法人との連携を継続し、
ዽেਓ峢峘൴岝ୠ൴峼ਤ峫峐岮岷峨峃岞

্岝৹嵣েਓ嵣峕岴岮峐峙岝
৸峑ੱ峔ਉમ峘৹峕峫峵峒峒峬峕岝
ଲୗ嵣崛崡崰峘చ峼峴岝
収益性の向上を図っていきます。
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機能面についても、
শ崻崠嵏嵛峘੦মਅറ峕੦峏岷岝
４つの取組みを推進していきます。

42

１つめの｢調達・生産｣については、
国内外ともに乳資源の安定調達に努めるとともに、
বዽেਓ峢峘൴嵣੍ ର峕峴ੌ 峽峑岮岷峨峃岞

峨峉岝ਸ਼ڮ崡崮嵤崠ਰఋ峕ৰਠ峁峐岮岹岝
生産体制のRenewal(進化)に向け、準備を進めていきます。

２つめの｢研究開発｣については、
研究開発体制・機能の強化や、
産学共同研究などオープンイノベーションを推進し、
研究開発を起点とした付加価値創出を図ります。
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そして、３つめの｢働き方改革の推進｣については、
ৎಢਤ岝୧ඐਜ峘ো峔峓ਜ峼ৰᄷ峁岝
多様な人材が働きやすい環境を整備していきます。

峨峉岝崘嵓嵤崿৩岶ಌ峕ચৡ峼ม峑岷峵峲岰岝
新たな研修体系を導入し、人材の育成を図っていきます。

最後に、４つめの｢଼ ଥৡ嵣়ৡ峘ਈপ৲｣については、
４事業分野を軸に、
グループ会社・パートナーとの連携を深め、
グループ・バリューチェーンの継続的な強化を図ります。

併せて、グループのコーポレート機能を強化していきます。
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これらの取組みにより、

র৽ੑ峘ਈીফ২峑岬峵2019ফ২峙岝

連結売上高6,300岝৴ਹஇ220億円
連結EBITDA400億円を目指していきます。
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セグメント別では、

連結売上高は、
乳製品セグメントは、チーズやニュートリションの拡大により、
峨峉岝ධમ嵣崯崞嵤崰థ崣崘嵉嵛崰峙岝ਃચਙ嵐嵤崘嵓崰峔峓峘ఁপ峕峲峴
増収を図っていきます。

৴ਹஇ峙岝
ଲષ崣崘嵉嵛崰峒ධમ嵣崯崞嵤崰థ崣崘嵉嵛崰峼রੱ峕
増益を図っていきます。
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この中期経営計画期間では、
ৈહਸக峮ਛশ崓崮崜嵒嵤峼রੱ峕岝
ফ峘પ峑770峘ਝৱ峼ষ岮峨峃岞گ

峥峓岾ହ峁峉岝শ峘崕嵋崫崟嵍崽嵕嵤ଦী峕੦峏岷岝
ਈીফ২峕岴岻峵ଃਜఏ峘峙岝
連結ROE8％以上、
৴ঽഞৱমૻ૨40％以上
連結配当性向20％以上を目処としています。

峨峉岝৴થਹઝଋৈ峙岝৺750峼ৄ 峽峑岮峨峃岞
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最後に、「グループশ崻崠嵏嵛2026」のスタートにあたり、
எ峉峋峙岝岣শ崻崠嵏嵛峼ਛ峃峵峉峫峘ষ峕岴岮峐岝
グループ役職員一人ひとりが、পજ峕અ岲峵ુ ৢ峘િ嵣க௴岤峒峁峐
「雪印メグミルクバリュー」を定めました。
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｢雪印メグミルク バリュー｣の要素は、
主体性、チャレンジ、チームワークの３つです。

自分から動き出そう。
チャレンジを楽しもう。
チカラを重ねよう。

どれも、私たちグループ役職員ひとりひとりが主役であり、
大きな環境変化の中、
未来に向かい、希望と誇りを持って進んでいきたい、
このような意思の表れでもあります。
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私たち、雪印メグミルクグループは、
この10ফ峑｢変革｣｢進化｣をとげ、
｢ミルク未来創造企業｣を目指していきます。
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